
（様式第1号）　　　　平成２２年度うつくしま地球支援助成金交付申請書　　　　　　

平成　 年　 月 　日

	1.団体名
	

	2.代表者
	役職名・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

	3.所在地
	

	4.連絡先
	氏名　　　　　　　　　　TEL                   FAX

E-MAIL

	5.事業名
	

	6.申請額
	　　　　　　　万円(事業総予算額　　　　　　　万円)

	7.事業計画
	(1)現状（今、対象者や地域のどういう状況が問題なのか）


	
	(2)課題（その問題を解決するためには、どのようなことが必要なのか）



	
	(3)目的（対象者や地域がどういう状況になることをめざして取り組んでいくのか）


	
	(4)対象者(どのような対象者で何人くらいの規模で行うのか)



	
	(5)スタッフおよび協力者・団体(実施に当たって、スタッフの人数及び外部の協力者の役割・人数は)


	
	(6)実施概要((目的を達成するためにどのようなスケジュールでどのような活動（場所、日時、講師名、活動内容）をするのか)
　


	8.成果目標
	事業の実施後、対象者や地域がどのように変化することを期待（予想）しているのか


	9.収支予算
(合計(A)と(B)は同額にしてください。)
	収
入

　
	項目
	金額（単位：円）
	積算根拠（単位：円）

	
	
	自己財源
	
	自団体からの支出
参加費

	
	
	助成申請額（万円単位）
	　
	（財）福島県国際交流協会より

	
	
	合計（A）
	　　　　円
	

	
	支出
	項目
	自己

財源分
	県協会
助成金分
	積算根拠（単位：円）

	
	
	
	
	
	

	
	
	計
	
	
	

	
	
	合計（B）
	　　　　　円
	


（様式第1号）　平成２２年度うつくしま地球支援助成金交付申請書　記入例
平成　 年　 月 　日

	1.団体名
	うつくしま町内会

	2.代表者
	役職名・氏名　代表　福島協太　　　　　印

	3.所在地
	福島市うつくしま町○番地

	4.連絡先
	氏名　会長　福島協太　　　TEL　024-123-5678      FAX 024-123-5678
E-MAIL  

	5.事業名
	多言語うつくしま町内案内パンフレット作成と在住外国人との交流会の実施

	6.申請額
	８万円(事業総予算額１０万円)

	7.事業計画
	(1)現状（今、対象者や地域のどういう状況が問題なのか）
町内には、ブラジル出身と中国出身の住民がいるが、町内会にも加入しておらず、ほとんど地域住民との接点がない。

先日、最近引っ越してきたあるアパートに住む外国出身の人がごみの出し方のルールを守らずゴミを出した。その苦情が町内会長のところにあり、そのことが発端で外国出身の人に対して地域住民の人たちがあまりよく思っていない状況がある。

	
	(2)課題（その問題を解決するためには、どのようなことが必要なのか）

外国出身の人たちと地域住民が交流する場を作り、お互いの誤解を解く必要がある。

また、外国出身の人たちは日本語がわからないので、ゴミの出し方など地域のルールについて説明する必要がある。

	
	(3)目的（対象者や地域がどういう状況になることをめざして取り組んでいくのか）
うつくしま町内会において、外国出身者にとっても地域住民にとっても、お互いの誤解や偏見がなく、暮らしやすい地域をつくる。

	
	(4)対象者(どのような対象者で何人くらいの規模で行うのか)

うつくしま町内会住民　　300名（95世帯）
うつくしま町内に住んでいる外国出身者　10名（5世帯）

	
	(5)スタッフおよび協力者・団体(実施に当たって、スタッフの人数及び外部の協力者の役割・人数は)
町内会役員：企画運営実施するメンバー　５名

市役所住民課：生活情報の提供

県国際交流協会：通訳翻訳できる方の紹介と実施にかかわるアドバイス

	
	(6)実施概要(目的を達成するためにどのようなスケジュールでどのような活動（場所、日時、講師名、活動内容）をするのか)
平成２２年５月　

(1)関係機関に相談と協力依頼

平成２２年６月

(2)外国語（中国語、ポルトガル語）と日本語の併記の交流会案内チラシの作成と配布
　　仕様：Ａ４版×100枚

	
	　　配布先：全世帯

	
	(3)外国語と日本語の併記のパンフレットの作成
　　仕様：Ａ3版×2つ折り×200部、２色刷
内容：今後も継続的に転入者に対して配布できるように基本的情報のみを入れる

· 町内会の仕組みと年間行事

· ゴミの出し方

· 町内の公共施設やお店　など
平成２２年８月下旬の日曜日

(4)交流会の実施とパンフレットの配布

場所：うつくしま町内、うつくしま町内会館　

講師：通訳・翻訳者として○○○さん（中国出身）と△△△さん（ブラジル出身）

	
	内容：10:30 地域住民が外国出身の方々に地域の施設やお店を案内しながら町を散策。

　　　　　12:00 お弁当を食べながら自己紹介ゲームなどを通じて交流

14:00 地域パンフレットを使っての説明会
15:00 終了

	8.成果目標
	事業の実施後、対象者や地域がどのように変化することを期待（予想）しているのか
外国出身もルールに基づいてゴミの出せ、町内会長への苦情がなくなる。地域住民に関わらず気楽にあいさつしあえる町内会になる。

	9.収支予算
(合計(A)と(B)は同額にしてください。)
	収
入

　
	項目
	金額（単位：円）
	積算根拠（単位：円）

	
	
	自己財源
	20,000

	町内会からの支出　20,000円

自　

	
	
	助成申請額
（万円単位）
	80,000
	（財）福島県国際交流協会より

	
	
	合計(A)
	100,000
	

	
	支出
	項目
	自己

財源分
	県協会
助成金分
[image: image1]
	積算根拠（単位：円）

	
	
	講師謝金

	
	20,000

	翻訳代5,000円×2言語=10,000円
通訳代5,000円×2言語=10,000円

	
	
	講師旅費
[image: image2]
	2,000
	
	通訳旅費　1,000円×2言語＝2,000円

	
	
	印刷費


	3,000

	60,000


	ちらし作成コピー代　50円×60枚=3,000円

地域パンフレット印刷費　300円×200部=60,000円

	
	
	消耗品
	5,000
	
	写真現像費、文房具等

	
	
	飲食費
	10,000
	
	交流会飲食費　

	
	
	計
	20,000
	80,000
	　

	
	
	合計(B)
	100,000
	





５万円以上なので見積書コピーを添付





自己財源は、総事業費の20%以上





助成申請額は、万円単位





助成対象経費であっても助成申請額を合わせるためこの欄に記入





この項目には、助成対象経費のみを記入





助成申請額と同額
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